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「
山
柿
論
」
を
め
ぐ
っ
て
小
野
寛
一
　
万
葉
集
の
研
究
史
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
テ
ー
マ
の
一
つ
に
「
山
柿
論
」
が
あ
る
。
　
「
山
柿
論
」
と
は
、
万
葉
集
巻
十
七
に
、
天
平
十
九
年
三
月
三
日
付
で
大
伴
家
持
の
大
伴
池
主
に
送
っ
た
書
翰
と
長
歌
一
首
・
反
歌
三
首
（
三
九
六
九
～
三
九
七
二
）
の
、
書
翰
中
の
こ
と
ば
「
山
柿
之
門
」
と
、
同
月
五
日
付
の
池
主
の
返
書
中
の
こ
と
ば
「
山
柿
歌
泉
」
の
、
「
山
柿
」
の
解
釈
を
め
ぐ
る
論
争
で
あ
る
。
　
家
持
は
天
平
十
八
年
十
二
月
か
ら
十
九
年
二
月
二
十
日
ま
で
、
歌
を
記
録
し
て
い
な
い
。
家
持
は
越
中
で
の
初
め
て
の
冬
に
病
に
倒
れ
た
の
だ
っ
た
。
身
の
苦
し
み
は
日
ご
と
に
増
し
、
病
い
は
重
く
な
っ
て
い
っ
た
。
家
持
は
も
う
死
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
、
ひ
と
り
悲
し
み
に
沈
ん
だ
。
十
八
年
夏
に
越
中
守
と
し
て
、
天
ざ
か
る
鄙
の
地
に
は
る
ば
る
と
山
坂
を
越
え
て
単
身
赴
任
し
て
来
た
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
秋
九
月
に
は
別
れ
て
来
た
ば
か
り
の
愛
弟
書
持
が
死
ん
だ
。
そ
し
て
今
ま
た
お
の
れ
が
病
い
に
臥
し
て
、
そ
の
心
細
さ
、
そ
の
悲
し
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
ら
お
は
た
と
え
よ
う
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
自
分
の
帰
り
を
待
つ
母
を
思
い
、
い
と
し
い
妻
を
恋
ひ
つ
つ
、
大
夫
も
た
だ
嘆
き
臥
す
ば
か
り
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
ほ
あ
っ
た
。
二
月
二
十
日
に
、
家
持
は
そ
の
悲
嘆
の
思
い
を
長
歌
に
歌
っ
た
。
「
忽
ち
に
柾
疾
に
沈
み
、
殆
と
泉
路
に
臨
む
。
伍
り
て
歌
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
の
を
作
り
、
以
て
悲
緒
を
申
ぶ
る
一
首
」
（
三
九
六
二
）
と
反
歌
二
首
（
三
九
六
三
、
四
）
で
あ
る
。
五
十
七
句
の
長
歌
は
、
詠
み
上
げ
る
の
に
か
な
り
の
気
力
を
要
す
る
。
こ
の
こ
ろ
家
持
の
病
気
は
明
ら
か
に
快
方
に
向
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
次
い
で
二
月
二
十
九
日
に
、
家
持
は
越
中
橡
大
伴
池
主
に
書
翰
と
短
歌
二
首
（
三
九
六
五
、
六
）
を
贈
っ
た
。
書
翰
文
中
に
「
未
だ
展
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
い
よ
謝
に
堪
へ
ず
、
係
恋
弥
深
し
」
と
あ
り
、
見
舞
っ
て
く
れ
た
池
主
へ
の
お
礼
の
手
紙
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
池
主
か
ら
の
返
書
は
三
月
21
二
日
付
で
届
い
た
。
そ
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
じ
け
な
　
　
忽
ち
に
芳
音
を
辱
み
し
、
翰
苑
雲
を
凌
ぐ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
兼
ね
て
倭
詩
を
垂
れ
、
詞
林
錦
を
箭
ぶ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ
　
　
以
て
吟
じ
、
以
て
詠
じ
、
能
く
恋
緒
を
燭
く
。
　
池
主
は
、
家
持
の
漢
文
を
「
雲
を
凌
ぐ
」
と
称
し
、
ま
た
和
歌
を
ば
「
錦
を
舘
ぶ
」
と
讃
え
た
。
そ
し
て
池
主
は
、
家
持
の
病
床
に
あ
っ
て
あ
こ
が
れ
て
い
る
春
の
賞
す
べ
き
風
光
を
叙
し
、
そ
れ
を
共
に
楽
し
め
な
か
っ
た
恨
み
を
述
べ
て
、
家
持
の
短
歌
二
首
に
相
応
じ
る
二
首
を
贈
っ
た
。
　
三
月
三
日
の
家
持
の
書
翰
と
歌
は
、
そ
れ
に
応
え
た
も
の
で
あ
る
。
家
持
は
主
と
し
て
、
そ
の
称
讃
を
受
け
た
文
章
と
和
歌
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
書
翰
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
ω
含
弘
之
徳
、
垂
二
思
蓬
体
↓
　
　
　
　
　
　
含
弘
の
徳
は
、
思
を
蓬
体
に
垂
れ
、
　
　
不
貨
之
恩
、
報
二
慰
随
心
司
　
　
　
　
　
　
　
不
貨
の
恩
は
、
慰
を
随
心
に
報
ふ
。
　
　
戴
コ
荷
来
春
↓
無
〆
堪
7
所
レ
喩
也
。
　
　
　
　
来
春
を
戴
荷
し
、
諭
ふ
る
所
に
堪
ふ
る
も
の
な
し
。
　
②
但
以
二
稚
時
不
㌻
渉
二
遊
芸
之
庭
｛
　
　
　
　
但
し
、
稚
き
時
に
遊
芸
の
庭
に
渉
ら
ざ
り
し
を
以
て
、
　
　
横
翰
之
藻
、
自
乏
二
乎
彫
虫
一
焉
。
　
　
　
　
横
翰
の
藻
、
自
ら
に
彫
虫
に
乏
し
。
　
　
幼
年
未
レ
運
二
山
柿
之
門
ハ
　
　
　
　
　
　
　
幼
き
年
に
山
柿
の
門
に
遅
ら
ず
し
て
、
　
　
裁
歌
之
趣
、
詞
失
二
乎
聚
林
一
尖
。
　
　
　
　
裁
歌
の
趣
、
詞
を
聚
林
に
失
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
③
愛
辱
二
以
γ
藤
続
7
錦
之
言
↓
　
　
　
　
　
　
妥
に
藤
を
以
て
錦
に
続
ぐ
の
言
を
辱
み
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
　
　
た
ま
　
　
ま
じ
　
　
　
　
　
　
　
し
る
　
　
更
題
二
将
レ
石
間
レ
慶
之
詠
噛
　
　
　
　
　
　
更
に
石
を
将
て
慶
に
間
ふ
る
詠
を
題
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
だ
　
　
　
　
も
だ
を
　
　
固
是
俗
愚
懐
レ
癖
、
不
ゾ
能
二
黙
已
而
　
　
　
固
よ
り
是
、
俗
愚
に
し
て
癖
を
懐
き
、
黙
已
る
こ
と
能
は
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
　
　
循
捧
二
数
行
↓
式
酬
二
暇
咲
幻
其
詞
日
　
　
　
　
侃
り
て
数
行
を
捧
げ
、
式
て
哩
笑
に
酬
い
む
。
其
詞
に
曰
く
　
こ
の
書
翰
は
全
体
が
三
段
落
か
ら
成
り
、
そ
の
各
段
の
中
心
部
が
対
句
で
美
し
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
文
章
の
構
成
は
、
お
の
ず
か
ら
に
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
家
持
の
苦
心
の
作
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
文
章
と
和
歌
に
つ
い
て
述
べ
る
中
心
部
で
あ
る
第
二
22
段
は
、
全
文
が
対
句
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
る
　
「
稚
時
」
と
「
幼
年
」
は
等
し
く
少
年
時
代
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
次
の
「
不
渉
」
と
「
未
還
」
は
、
庭
で
あ
る
か
ら
「
渉
」
と
言
い
、
　
　
　
　
　
　
　
い
た
る
門
で
あ
る
か
ら
「
運
」
と
言
っ
た
も
の
で
、
両
者
は
同
趣
で
あ
る
。
「
未
」
は
中
田
祝
夫
氏
に
よ
れ
ば
「
平
安
初
期
の
訓
点
本
で
は
不
と
同
一
視
さ
れ
、
単
に
『
…
…
ズ
』
と
訓
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
か
ら
奈
良
時
代
も
そ
う
で
あ
っ
て
よ
く
、
後
世
の
よ
う
に
、
一
定
し
て
『
イ
マ
ダ
…
セ
ズ
』
と
訓
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
」
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
万
葉
集
』
二
）
と
い
う
。
　
家
持
は
、
今
、
自
分
は
文
章
の
技
巧
に
乏
し
く
、
歌
を
作
る
の
に
そ
の
詞
句
を
見
失
っ
て
し
ま
う
と
言
う
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因
は
少
年
時
代
に
「
遊
芸
の
庭
」
に
入
ら
ず
、
「
山
柿
の
門
」
に
至
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
　
「
遊
芸
の
庭
」
は
家
持
に
と
っ
て
文
章
の
技
巧
を
身
に
つ
け
る
場
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
久
米
常
民
氏
の
「
必
ず
し
も
音
楽
の
み
と
限
ら
ず
広
い
意
味
に
解
せ
ら
れ
、
学
芸
一
般
を
指
す
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
」
（
「
続
山
柿
論
」
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
1
7
・
3
）
と
言
う
通
り
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
文
雅
の
道
」
と
も
言
え
よ
う
。
　
で
は
「
山
柿
の
門
」
は
何
か
。
家
持
は
少
年
時
代
に
こ
の
門
を
く
ぐ
っ
て
お
れ
ば
歌
を
作
る
に
際
し
て
こ
と
ば
え
ら
び
、
こ
と
ば
つ
か
い
に
苦
労
し
な
い
で
す
ん
だ
と
い
う
、
そ
の
「
山
柿
の
門
」
と
は
何
か
。
　
こ
の
家
持
の
書
翰
と
歌
に
池
主
が
返
書
を
送
っ
た
。
そ
の
書
翰
に
も
「
山
柿
」
の
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
山
柿
歌
泉
、
比
γ
此
如
レ
蔑
、
　
　
　
　
山
柿
の
歌
泉
は
、
此
に
比
ぶ
れ
ば
蔑
き
が
如
く
、
　
　
彫
龍
筆
海
、
藥
然
得
γ
看
　
。
　
　
　
　
彫
龍
の
筆
海
は
、
藥
然
と
し
て
看
る
こ
と
得
た
り
。
　
池
主
は
、
家
持
の
文
才
や
気
品
が
抜
群
で
あ
り
、
家
持
の
智
や
仁
が
宝
玉
の
輝
き
を
包
ん
で
お
り
、
詩
文
の
殿
堂
に
列
せ
ら
れ
る
ほ
ど
だ
と
褒
め
た
。
更
に
家
持
の
詩
文
は
自
分
の
重
い
憂
悶
や
つ
も
る
慕
情
を
よ
く
取
り
除
い
て
く
れ
た
と
讃
え
た
。
そ
し
て
、
家
持
の
歌
に
比
べ
る
と
「
山
柿
の
歌
泉
」
も
物
の
数
で
は
な
い
と
言
い
、
家
持
の
文
章
は
彫
龍
と
も
い
う
べ
き
技
巧
が
鮮
や
か
で
あ
る
と
褒
め
た
た
え
た
の
で
あ
る
。
家
持
に
比
べ
て
「
山
柿
の
歌
（
泉
）
」
と
言
う
の
だ
か
ら
、
「
山
柿
」
は
家
持
に
先
行
す
る
、
そ
し
て
家
持
に
比
較
す
る
に
足
る
著
名
な
歌
人
だ
と
考
え
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
　
家
持
が
文
飾
の
甚
し
い
漢
文
の
中
で
、
池
主
の
歌
に
和
す
る
自
分
の
歌
を
「
硬
に
ま
じ
ふ
る
石
」
と
い
う
よ
う
な
調
子
で
自
分
の
作
歌
の
腕
前
を
謙
遜
し
て
、
少
年
時
代
に
「
山
柿
」
に
つ
い
て
学
ば
な
か
っ
た
か
ら
歌
作
が
上
手
で
な
い
の
だ
と
言
っ
た
。
そ
し
て
池
主
は
、
23
と
ん
で
も
な
い
、
は
る
か
に
「
山
柿
」
を
越
え
て
い
る
と
褒
め
た
の
で
あ
る
。
「
山
柿
」
と
は
こ
う
い
う
も
の
な
の
で
あ
る
。
　
そ
の
後
、
こ
の
「
山
柿
の
門
」
あ
る
い
は
「
山
柿
の
歌
泉
」
は
、
家
持
自
身
も
池
主
も
誰
も
ど
こ
に
も
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
も
や
は
り
考
え
に
入
れ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
二
　
「
山
柿
」
は
家
持
に
先
行
す
る
著
名
な
歌
人
だ
と
考
え
、
こ
れ
を
山
部
赤
人
と
柿
本
人
麻
呂
の
並
称
だ
と
し
た
の
は
古
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
西
本
願
寺
本
・
温
故
堂
本
・
大
矢
本
・
京
都
大
学
本
に
、
こ
の
巻
十
七
の
「
山
柿
」
の
文
字
の
左
に
小
さ
く
「
山
辺
柿
本
也
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
注
釈
書
の
解
説
と
し
て
最
も
古
い
も
の
は
『
万
葉
拾
穂
抄
』
の
「
山
辺
赤
人
柿
本
人
丸
也
」
で
あ
ろ
う
。
『
代
匠
記
』
も
『
考
』
も
『
略
解
』
も
『
古
義
』
も
、
赤
人
・
人
麻
呂
と
し
て
何
ら
疑
う
と
こ
ろ
が
な
い
。
　
そ
れ
が
論
争
と
な
る
の
は
、
明
治
四
十
一
年
、
佐
佐
木
信
綱
博
士
の
「
山
」
は
山
部
赤
人
で
な
く
山
上
憶
良
だ
と
い
う
発
言
に
始
ま
る
。
以
来
、
今
に
至
る
ま
で
の
、
諸
先
学
の
「
山
柿
論
」
は
、
昭
和
二
十
九
年
ま
で
は
木
船
正
雄
氏
の
「
山
柿
論
管
見
」
（
『
岐
阜
大
研
究
報
告
人
文
科
学
』
3
、
昭
3
0
・
2
）
に
詳
細
に
紹
介
さ
れ
、
ま
た
『
万
葉
集
大
成
4
、
訓
話
篇
下
』
（
昭
3
0
．
2
）
に
吉
井
巌
氏
が
簡
潔
に
整
理
し
て
示
さ
れ
た
。
　
そ
の
後
の
「
山
柿
論
」
は
各
論
が
出
る
度
に
、
そ
の
論
者
な
り
の
整
理
が
な
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
三
十
七
年
に
は
岡
部
政
裕
氏
の
「
山
柿
論
争
」
（
『
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
3
7
・
6
、
古
典
文
学
論
争
事
典
）
で
の
ま
と
め
と
、
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
（
昭
3
7
．
1
1
、
明
治
書
院
）
に
久
米
常
民
氏
の
解
説
が
あ
る
が
、
何
と
言
っ
て
も
同
じ
く
久
米
氏
の
『
万
葉
集
の
文
学
論
的
研
究
』
（
昭
4
5
．
3
、
桜
楓
社
）
所
収
の
「
『
山
柿
論
』
の
謎
」
の
章
が
詳
し
い
。
し
か
し
久
米
氏
は
自
説
を
主
張
す
る
余
り
、
「
山
柿
」
一
人
説
の
紹
介
が
粗
略
で
あ
る
上
に
、
近
年
の
「
山
柿
」
三
人
説
の
紹
介
が
全
く
な
い
。
　
そ
の
最
も
新
し
く
、
公
平
な
視
点
で
の
ほ
ぼ
完
壁
な
整
理
は
『
万
葉
集
事
典
』
（
昭
5
0
．
1
0
、
有
精
堂
）
所
収
「
万
葉
集
作
者
別
研
究
史
」
の
一
項
、
近
藤
信
義
氏
の
「
大
伴
家
持
」
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
「
山
柿
論
」
の
主
要
な
る
諸
説
が
一
括
さ
れ
て
二
十
二
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
仕
事
は
地
味
で
は
あ
る
が
、
学
術
論
文
に
匹
敵
す
る
業
績
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
、
近
藤
氏
も
こ
と
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
と
り
あ
げ
た
論
文
は
、
『
山
柿
』
を
論
題
に
か
か
げ
て
本
格
的
に
論
じ
た
も
の
」
に
限
24
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
赤
人
論
や
憶
良
論
や
家
持
論
や
、
は
た
ま
た
人
麻
呂
論
の
中
で
言
及
さ
れ
る
一
つ
一
つ
を
限
ら
れ
た
紙
幅
の
中
で
網
羅
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
が
、
中
村
憲
吉
・
窪
田
空
穂
・
佐
伯
梅
友
・
武
田
祐
吉
・
土
屋
文
明
・
高
崎
正
秀
・
北
住
敏
夫
・
尾
山
篤
二
郎
・
沢
鴻
久
孝
氏
ら
の
立
場
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
論
も
ま
と
め
て
あ
れ
ば
、
「
山
柿
論
」
を
知
る
の
に
こ
れ
一
冊
で
済
ん
だ
の
に
と
思
う
。
　
「
山
柿
論
争
」
は
昭
和
十
四
年
ま
で
を
第
【
期
と
す
る
。
こ
の
期
は
、
明
治
四
十
一
年
に
佐
佐
木
信
綱
の
憶
良
説
が
出
た
け
れ
ど
も
赤
人
説
が
依
然
強
く
、
い
わ
ば
人
麻
呂
・
赤
人
並
称
時
代
と
言
っ
て
い
い
。
　
佐
佐
木
信
綱
は
『
歌
学
論
叢
』
（
明
治
4
1
、
博
文
館
）
所
収
「
柿
本
人
麿
と
山
部
赤
人
」
に
、
万
葉
集
の
歌
人
中
人
麻
呂
と
並
称
す
べ
き
歌
に
す
ぐ
れ
た
歌
人
を
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
む
し
ろ
赤
人
で
は
な
く
憶
良
で
あ
る
と
論
じ
、
家
持
は
憶
良
に
よ
り
多
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
述
べ
、
家
持
の
「
山
柿
」
は
人
麻
呂
と
憶
良
で
あ
る
と
説
い
た
。
そ
し
て
博
士
は
、
西
田
直
養
の
『
筏
舎
漫
筆
』
巻
四
の
歌
聖
の
条
に
貼
紙
が
あ
っ
て
、
「
山
柿
」
の
「
山
」
は
憶
良
で
は
な
い
か
と
も
思
う
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
。
古
人
に
も
す
で
に
赤
人
説
を
疑
っ
た
人
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
博
士
に
よ
れ
ば
、
そ
の
貼
紙
は
西
田
直
養
の
筆
で
は
な
く
、
誰
の
試
案
で
あ
っ
た
か
分
ら
な
い
と
い
う
。
　
こ
れ
に
対
し
て
島
木
赤
彦
は
、
憶
良
は
到
底
赤
人
と
比
肩
す
べ
き
歌
人
で
は
な
い
と
し
り
ぞ
け
た
（
「
憶
良
と
赤
人
」
『
歌
道
小
見
』
所
収
、
大
正
1
3
・
5
）
。
続
い
て
中
村
憲
吉
は
、
憶
良
を
認
め
な
が
ら
も
、
短
歌
の
本
質
に
か
か
わ
る
文
学
的
評
価
は
赤
人
が
卓
絶
し
て
い
る
と
言
い
（
「
山
部
赤
人
」
『
万
葉
集
講
座
』
第
一
巻
、
昭
8
・
2
、
春
陽
堂
）
、
窪
田
空
穂
は
、
家
持
は
真
に
赤
人
を
受
け
て
い
る
と
論
じ
（
「
山
上
憶
良
」
『
同
上
』
）
、
中
河
与
一
も
家
持
の
歌
を
赤
人
の
血
統
で
あ
っ
て
憶
良
の
血
統
で
は
な
い
と
い
う
（
「
赤
人
に
於
け
る
古
今
的
な
も
の
i
山
柿
と
い
ふ
言
葉
に
関
連
し
て
ー
」
『
文
学
』
、
昭
1
4
・
2
）
。
　
「
山
柿
論
」
は
、
佐
佐
木
信
綱
が
論
じ
た
二
点
、
赤
人
と
憶
良
と
い
ず
れ
が
文
学
的
・
本
質
的
に
優
れ
て
い
て
、
歌
聖
人
麻
呂
と
並
称
さ
れ
得
る
か
と
い
う
優
劣
論
と
、
家
持
は
い
ず
れ
か
ら
よ
り
多
く
学
ん
で
い
る
か
、
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
か
と
い
う
影
響
論
と
が
中
心
で
あ
っ
た
。
　
佐
伯
梅
友
氏
は
、
家
持
が
憶
良
の
影
響
に
よ
る
作
を
な
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
父
の
友
人
と
し
て
熟
知
し
尊
敬
し
て
い
た
た
め
で
、
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そ
の
憶
良
を
池
主
が
「
山
柿
の
歌
泉
は
此
に
比
ぶ
れ
ば
蔑
き
が
如
し
」
と
言
う
の
は
穏
や
か
で
な
い
か
ら
、
「
山
柿
」
は
家
持
と
は
近
く
な
い
職
業
歌
人
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
（
「
山
部
赤
人
」
『
日
本
文
学
講
座
』
第
七
巻
、
昭
9
、
改
造
社
）
。
鴻
巣
盛
広
の
『
全
釈
』
も
こ
の
論
点
に
同
じ
い
。
　
こ
の
第
一
期
の
間
に
折
口
信
夫
が
「
私
案
は
、
山
柿
を
以
て
、
柿
本
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
」
（
「
柿
本
人
麻
呂
」
『
万
葉
集
講
座
』
第
一
巻
、
昭
8
・
2
、
春
陽
堂
）
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
論
及
し
な
か
っ
た
の
で
震
度
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
三
の
説
が
こ
こ
に
産
声
を
上
げ
た
こ
と
は
重
大
な
事
実
で
あ
る
。
　
「
山
柿
論
」
第
二
期
は
、
昭
和
十
五
年
、
久
米
常
民
氏
に
よ
っ
て
憶
良
説
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
昭
和
三
十
六
年
ま
で
と
す
る
。
憶
良
説
が
久
米
氏
に
続
い
て
森
本
治
吉
・
武
田
祐
吉
・
吉
井
巌
・
尾
山
篤
二
郎
・
川
口
常
孝
氏
ら
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、
論
じ
ら
れ
る
一
方
、
赤
人
説
も
久
松
潜
一
博
士
を
筆
頭
に
藤
原
正
義
・
井
乃
香
樹
・
風
巻
景
次
郎
、
戦
後
は
北
住
敏
夫
・
北
山
茂
夫
、
再
び
久
松
潜
一
・
高
崎
正
秀
・
木
船
正
雄
・
大
浜
厳
比
古
・
岡
部
政
裕
・
太
田
善
麿
氏
ら
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
続
け
た
。
こ
の
期
は
、
赤
人
説
．
憶
良
説
併
行
時
代
と
い
え
よ
う
。
　
久
米
常
民
氏
は
赤
人
と
憶
良
と
の
優
劣
論
で
は
「
山
柿
」
の
問
題
は
解
け
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
れ
が
「
山
柿
論
」
第
二
期
の
新
し
い
展
開
へ
の
踏
み
切
り
台
と
な
っ
た
。
　
久
米
氏
は
「
山
柿
」
を
家
持
の
中
に
お
い
て
考
え
る
こ
と
と
し
、
家
持
の
作
品
と
そ
の
作
風
が
赤
人
の
世
界
よ
り
憶
良
の
世
界
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
憶
良
の
方
が
当
時
赤
人
よ
り
著
名
の
学
者
・
歌
人
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
論
じ
（
「
山
柿
論
」
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
1
5
．
1
0
）
、
更
に
二
年
後
、
「
続
山
柿
論
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
、
昭
1
7
・
3
）
で
も
、
憶
良
が
当
代
最
高
の
文
人
で
あ
り
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
。　
森
本
治
吉
氏
は
家
持
の
憶
良
崇
拝
病
を
論
じ
（
『
万
葉
集
の
芸
術
性
』
昭
1
6
・
4
、
修
文
館
）
、
武
田
祐
吉
氏
は
『
全
註
釈
』
に
赤
人
よ
り
憶
良
が
一
時
代
若
い
こ
と
を
説
き
、
吉
井
巌
氏
は
人
麻
呂
・
赤
人
を
並
称
す
る
宮
廷
歌
人
と
い
う
概
念
の
確
か
な
ら
ざ
る
こ
と
を
言
い
（
「
越
中
守
家
持
の
作
品
を
め
ぐ
っ
て
」
『
万
葉
』
一
五
、
昭
3
0
・
4
）
、
川
口
常
孝
氏
は
不
断
に
家
持
の
中
に
生
き
続
け
た
先
達
は
歌
聖
人
麻
呂
と
幼
年
時
よ
り
つ
ち
か
っ
て
く
れ
た
憶
良
だ
っ
た
と
論
じ
た
。
憶
良
説
は
実
に
こ
の
期
に
充
実
し
た
。
　
こ
の
期
の
赤
人
説
は
、
主
と
し
て
赤
人
が
人
麻
呂
と
同
様
に
（
職
業
的
）
専
門
歌
人
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
宮
廷
歌
人
の
伝
統
を
継
ぐ
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歌
人
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
、
人
麻
呂
と
並
称
さ
る
べ
し
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
前
述
の
吉
井
氏
の
反
論
は
こ
こ
か
ら
出
て
い
る
。
　
こ
の
間
に
注
目
す
べ
き
は
、
第
一
期
の
折
口
信
夫
に
次
い
で
小
島
憲
之
博
士
が
『
文
選
南
都
賦
』
に
「
山
柿
」
の
語
旬
の
あ
る
の
を
あ
げ
て
、
「
山
柿
」
を
一
つ
と
見
て
柿
本
人
麻
呂
の
み
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
た
こ
と
（
「
上
代
作
品
解
釈
の
一
態
度
」
『
国
語
国
文
』
昭
25
E
5
、
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
中
』
所
収
）
、
高
木
市
之
助
博
士
が
家
持
に
先
行
し
た
こ
の
道
の
先
達
を
一
括
し
た
ま
で
だ
と
解
し
た
こ
と
（
「
憶
良
と
旅
人
」
『
万
葉
集
大
成
9
。
作
家
研
究
篇
上
』
昭
2
8
・
6
、
平
凡
社
）
、
岡
部
政
裕
氏
が
五
つ
の
観
点
を
あ
げ
て
考
察
し
た
中
に
「
併
称
の
き
ま
り
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
こ
と
（
「
山
柿
論
私
見
」
『
静
岡
大
学
文
理
学
部
研
究
報
告
』
昭
3
5
・
2
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
山
柿
論
」
に
ま
た
更
に
新
し
い
展
開
を
期
待
さ
せ
た
。
　
「
山
柿
論
」
第
三
期
は
、
昭
和
三
十
七
年
、
市
村
宏
氏
に
よ
っ
て
「
山
柿
」
は
一
人
、
柿
本
人
麻
呂
で
あ
る
と
い
う
説
が
「
万
葉
山
柿
考
」
（
『
古
代
文
学
』
二
、
昭
3
7
・
1
2
）
と
題
し
て
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
ス
タ
ー
ト
と
す
る
。
以
来
現
在
に
至
る
こ
の
期
を
、
私
は
、
　
　
ヘ
　
　
へ
新
説
旺
行
時
代
と
名
付
け
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
　
市
村
氏
に
続
い
て
中
西
進
氏
の
「
山
柿
は
一
人
、
赤
人
で
あ
る
」
と
い
う
全
く
新
し
い
説
が
発
表
さ
れ
た
（
「
家
持
と
『
山
柿
』
」
『
古
代
ノ
ー
ト
』
三
、
昭
4
1
．
7
、
『
万
葉
史
の
研
究
』
所
収
）
。
続
い
て
宮
田
新
一
氏
の
「
山
柿
は
二
山
一
柿
の
略
か
」
と
い
う
、
こ
れ
ま
た
全
く
新
し
い
人
麻
呂
・
赤
人
・
憶
良
三
人
説
が
発
表
さ
れ
た
（
「
山
柿
論
の
展
望
と
私
見
－
山
柿
は
二
山
一
柿
の
略
か
ー
」
『
北
海
道
駒
沢
大
研
究
紀
要
』
一
、
昭
4
2
・
1
）
。
続
い
て
緒
方
惟
精
氏
も
ま
た
別
の
立
場
か
ら
「
山
」
は
憶
良
・
赤
人
の
二
人
で
あ
る
と
、
「
山
柿
」
三
人
説
を
発
表
し
た
（
「
『
山
柿
論
』
試
論
」
『
千
葉
大
教
養
部
研
究
報
告
』
三
、
昭
4
5
・
1
2
）
。
　
そ
の
間
に
従
来
の
人
麻
呂
・
憶
良
二
人
説
は
長
田
輝
男
氏
の
「
山
柿
考
」
（
『
中
央
大
学
万
葉
研
究
』
三
、
昭
4
1
・
3
）
一
つ
、
旧
来
の
人
麻
呂
・
赤
人
二
人
説
は
注
釈
書
類
に
は
代
表
説
と
し
て
通
っ
て
い
る
が
、
言
挙
げ
は
森
脇
一
夫
氏
の
「
『
山
柿
』
と
は
何
を
指
す
か
」
（
『
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
4
4
・
2
）
　
一
つ
で
あ
る
。
　
久
米
常
民
氏
は
昭
和
四
十
五
年
、
三
た
び
論
じ
て
、
家
持
が
入
麻
呂
・
憶
良
を
も
っ
て
「
山
柿
」
と
言
っ
た
の
に
対
し
て
、
池
主
は
人
麻
呂
・
赤
人
を
も
っ
て
「
山
柿
」
と
応
じ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
す
る
全
く
新
し
い
考
え
方
を
示
し
た
（
「
『
山
柿
論
』
の
謎
」
）
。
以
上
、
　
　
　
ヘ
　
　
へ
「
新
説
旺
行
」
と
称
す
る
所
以
で
あ
る
。
　
昭
和
五
十
二
年
、
橋
本
達
雄
氏
は
「
”
山
柿
”
拾
穂
の
論
」
と
題
し
て
、
基
本
的
に
は
従
来
と
異
な
ら
な
い
が
、
解
釈
を
新
た
に
人
麻
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呂
・
赤
人
二
人
説
を
論
じ
た
。
三
　
「
山
柿
の
門
」
は
家
持
の
少
年
時
代
に
た
た
く
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
幼
年
未
レ
運
二
山
柿
之
門
ハ
裁
歌
之
趣
、
詞
失
二
乎
聚
林
一
尖
」
の
「
幼
年
」
を
「
幼
年
ヨ
リ
」
と
訓
ん
で
、
「
裁
歌
之
趣
」
以
下
の
句
に
か
け
、
「
幼
年
よ
り
今
に
至
る
も
自
分
の
歌
は
彫
琢
・
詞
章
ま
っ
た
く
な
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
の
が
家
持
の
言
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
だ
と
し
て
、
「
『
山
柿
の
門
』
を
頻
り
に
叩
き
な
が
ら
、
と
う
と
う
そ
の
門
を
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
家
持
の
み
じ
め
な
姿
」
と
ま
で
言
う
川
口
常
孝
氏
の
説
が
あ
る
（
「
山
柿
の
論
」
）
。
　
自
分
の
歌
が
「
幼
年
よ
り
」
今
に
至
る
ま
で
上
手
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
い
い
。
し
か
し
、
本
文
の
「
幼
年
」
を
下
文
に
ま
で
か
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
「
幼
年
」
は
「
未
運
山
柿
之
門
」
に
か
か
る
の
で
あ
り
、
「
稚
時
不
渉
遊
芸
之
庭
」
と
対
句
で
あ
る
。
家
持
が
「
遊
芸
の
庭
」
に
入
ら
ず
「
山
柿
の
門
」
に
至
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
少
年
時
代
の
こ
と
と
し
て
で
あ
る
。
　
家
持
の
少
年
時
代
に
た
た
く
こ
と
の
な
か
っ
た
「
山
柿
の
門
」
は
、
①
文
字
通
り
少
年
時
代
に
求
め
れ
ば
そ
の
門
に
入
る
こ
と
が
出
来
た
、
当
時
の
歌
壇
の
代
表
的
歌
人
か
、
②
あ
る
い
は
「
幼
年
」
は
文
飾
で
、
家
持
が
到
底
学
び
得
ぬ
前
時
代
の
す
ぐ
れ
た
歌
人
か
、
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
ど
ち
ら
の
場
合
に
も
、
親
し
く
教
え
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
ひ
そ
か
に
師
と
仰
ぎ
、
そ
の
作
品
に
懸
命
に
学
ん
で
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
親
し
く
教
え
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
に
、
以
来
そ
の
道
に
学
ぶ
と
と
な
く
別
の
道
を
歩
ん
で
い
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
　
家
持
は
、
少
年
時
代
か
ら
越
中
国
守
と
し
て
赴
任
す
る
ま
で
の
歌
を
一
五
八
首
（
1
7
．
三
九
〇
一
～
三
九
〇
六
の
六
首
は
書
持
作
と
す
る
）
万
葉
集
に
収
め
て
い
る
。
そ
し
て
越
中
に
赴
任
し
て
そ
の
年
（
天
平
十
八
年
）
の
う
ち
に
十
一
首
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
一
六
九
首
に
も
、
そ
し
て
天
平
十
九
年
の
病
中
詠
に
も
、
先
行
作
品
か
ら
の
影
響
、
模
倣
の
跡
が
著
し
い
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
影
響
・
模
倣
は
「
山
柿
」
に
私
淑
し
て
生
じ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
「
山
柿
」
に
学
び
得
ず
、
彼
独
自
の
道
を
求
め
て
さ
ま
よ
っ
た
跡
な
の
か
。
家
持
に
影
響
を
与
え
た
或
る
歌
人
の
像
が
、
も
し
そ
こ
に
鮮
明
に
現
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
直
ち
に
「
山
柿
」
だ
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
　
家
持
が
最
も
多
く
影
響
を
受
け
た
先
行
歌
人
は
、
家
持
の
歌
に
具
体
的
に
現
わ
れ
た
現
象
を
も
っ
て
判
断
す
る
な
ら
ば
、
川
口
氏
の
詳
28
細
な
計
数
（
「
山
柿
の
論
」
所
収
）
に
よ
っ
て
も
、
大
越
寛
文
氏
の
「
大
伴
家
持
の
類
歌
類
句
」
に
よ
っ
て
数
え
て
も
、
そ
れ
は
山
上
憶
良
で
あ
る
。
次
い
で
父
旅
人
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
に
柿
本
人
麻
呂
、
山
部
赤
人
と
続
く
。
こ
の
明
瞭
な
、
久
米
氏
の
言
う
、
家
持
の
憶
良
へ
の
顕
著
な
傾
倒
の
実
体
を
も
っ
て
し
て
も
、
そ
し
て
尾
山
篤
二
郎
氏
の
言
う
如
く
、
天
平
十
九
年
現
在
の
家
持
お
よ
び
池
主
の
作
歌
実
例
に
即
し
て
も
「
山
は
無
論
憶
良
で
あ
っ
て
他
の
何
者
で
も
な
い
」
（
『
大
伴
家
持
の
研
究
』
）
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
　
橋
本
達
雄
氏
は
、
こ
の
天
平
十
九
年
三
月
三
日
と
五
日
の
家
持
と
池
主
の
歌
に
、
む
し
ろ
赤
人
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
、
実
例
を
も
っ
て
指
摘
し
、
「
山
」
赤
人
説
の
論
拠
と
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
「
”
山
柿
”
拾
穂
の
論
」
）
。
　
例
え
ば
北
山
茂
夫
氏
は
「
山
柿
」
を
二
人
の
歌
人
の
連
称
と
き
め
（
き
め
こ
む
の
は
北
山
氏
に
限
ら
な
い
が
）
、
家
持
が
そ
う
連
称
し
た
時
、
家
持
は
「
こ
の
二
人
の
間
に
一
つ
の
は
な
ち
が
た
い
流
れ
を
み
と
め
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
」
と
し
て
、
北
山
氏
は
「
あ
り
あ
り
と
人
麻
呂
、
赤
人
の
心
像
を
そ
こ
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
ほ
か
な
ら
ぬ
氏
自
身
の
ま
な
か
い
に
。
そ
し
て
人
麻
呂
を
白
鳳
特
有
の
宮
廷
歌
人
と
よ
び
、
赤
人
は
、
そ
の
白
鳳
の
盛
時
を
回
想
し
天
皇
政
治
回
復
を
望
む
聖
武
の
朝
廷
に
出
現
し
、
「
宮
廷
歌
人
と
し
て
、
直
接
に
人
麻
呂
の
系
譜
を
ひ
く
」
歌
人
で
あ
る
と
言
う
（
「
白
鳳
の
宮
廷
歌
人
－
山
柿
の
問
題
に
寄
せ
て
ー
」
『
万
葉
』
七
、
昭
2
8
・
3
、
『
万
葉
の
創
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9
造
的
精
神
』
所
収
）
。
ま
藷
毒
甕
は
・
竃
年
代
に
お
い
三
斉
に
花
開
い
た
宮
廷
讃
歌
の
歌
い
手
で
あ
る
笠
金
村
・
山
部
赤
人
・
車
持
千
年
の
中
「
で
、
「
赤
人
が
特
に
人
麻
呂
と
並
べ
ら
れ
た
理
由
は
、
赤
人
が
と
り
わ
け
人
麻
呂
の
精
神
を
正
し
く
継
承
し
た
歌
人
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
言
う
（
「
”
山
柿
4
拾
穂
の
論
」
）
。
そ
の
判
断
は
正
し
い
と
思
う
が
、
そ
の
認
識
は
誰
が
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
赤
人
が
「
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
」
の
詞
句
を
多
用
し
、
金
村
や
千
年
に
は
こ
の
句
が
な
い
こ
と
は
確
か
な
事
実
だ
が
、
そ
れ
を
認
め
て
赤
人
を
当
代
の
専
門
歌
人
を
代
表
す
る
歌
人
と
決
め
て
い
る
の
は
我
々
で
は
な
い
の
か
。
　
巻
六
に
お
い
て
聖
武
天
皇
の
吉
野
・
難
波
・
印
南
野
へ
の
行
幸
従
駕
歌
は
、
常
に
金
村
を
筆
頭
と
し
て
赤
人
は
金
村
の
後
塵
を
拝
し
て
い
る
（
紀
伊
行
幸
従
駕
歌
は
赤
人
だ
け
）
。
当
代
の
宮
廷
歌
人
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
宮
廷
歌
人
群
の
首
席
は
金
村
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
金
村
に
は
右
の
ほ
か
に
は
行
幸
従
駕
歌
は
無
い
が
、
赤
人
は
い
ず
れ
も
行
幸
従
駕
歌
と
推
定
さ
れ
る
伊
予
温
泉
、
飛
鳥
の
神
岡
で
の
歌
、
ま
た
天
平
に
入
っ
て
六
年
の
難
波
行
幸
、
八
年
の
吉
野
行
幸
の
時
の
歌
が
あ
り
、
万
葉
集
に
見
る
限
り
行
幸
従
駕
の
機
会
は
金
村
よ
り
は
る
か
に
多
く
、
ま
た
活
躍
の
期
間
も
長
か
っ
た
。
赤
人
は
こ
の
外
に
巻
三
に
富
士
山
の
歌
、
真
間
手
児
奈
の
歌
な
ど
、
あ
る
い
は
巻
八
に
春
の
歌
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
専
門
歌
人
ら
し
い
作
品
を
残
し
て
お
り
、
「
実
質
的
に
は
赤
人
が
次
第
に
中
心
を
な
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
（
久
松
潜
一
「
山
柿
の
論
」
）
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
質
的
に
は
そ
う
で
も
現
実
に
金
村
の
活
躍
期
か
ら
遠
く
な
い
天
平
に
お
い
て
赤
人
を
人
麻
呂
と
並
称
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
い
さ
さ
か
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
「
山
柿
」
は
必
ず
二
人
の
歌
人
の
並
称
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
「
山
柿
」
が
注
目
さ
れ
た
時
「
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
古
今
序
が
想
起
さ
れ
、
連
想
さ
れ
て
山
柿
を
二
人
の
名
の
連
絡
か
ら
成
る
語
と
き
め
つ
け
る
先
入
観
を
な
し
て
し
ま
っ
た
」
（
市
村
宏
「
万
葉
山
柿
考
」
）
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
柿
本
人
麻
呂
と
山
部
赤
人
な
り
山
上
憶
良
な
り
と
並
称
す
る
な
ら
ば
、
先
の
時
代
の
大
歌
人
を
頭
に
し
て
「
柿
山
」
と
呼
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
「
『
山
柿
』
と
し
た
の
は
、
大
し
た
意
味
は
あ
る
ま
い
」
（
岡
部
政
裕
「
山
柿
論
私
見
」
）
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
余
り
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
は
、
「
山
を
先
に
し
た
る
は
字
面
を
い
た
は
り
た
る
な
り
」
と
言
う
。
こ
れ
は
軽
い
思
い
つ
き
の
こ
と
ば
だ
ろ
う
。
全
く
理
屈
の
立
た
な
い
説
明
で
あ
る
。
　
橋
本
達
雄
氏
は
そ
の
井
上
説
を
と
り
、
ま
た
、
語
感
の
関
係
と
も
言
う
が
、
ど
ち
ら
を
先
に
し
て
も
い
い
場
合
に
は
当
然
語
呂
の
い
い
方
を
と
る
け
れ
ど
も
、
順
序
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
順
序
に
従
っ
て
並
称
す
る
の
が
正
し
い
。
上
下
の
儀
礼
を
重
ん
ず
る
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
字
面
が
少
々
お
か
し
く
て
も
、
語
調
が
少
々
悪
く
て
も
順
序
を
守
る
は
ず
で
あ
る
。
語
調
は
絶
対
の
も
の
で
は
な
い
、
ど
う
し
て
も
続
か
な
い
と
い
う
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
語
調
は
慣
れ
で
あ
る
。
　
し
さ
ん
　
「
柿
山
」
と
は
ど
っ
し
り
と
落
ち
着
い
た
、
山
の
名
の
如
き
良
い
語
調
の
こ
と
ば
で
は
な
い
か
。
　
現
代
の
角
界
の
力
士
の
並
称
で
も
、
「
柏
鵬
」
は
先
輩
柏
戸
を
上
に
置
い
て
い
る
し
、
「
貴
輪
」
と
呼
ば
れ
た
の
は
輪
島
が
貴
の
花
に
追
い
つ
い
た
時
で
あ
っ
た
し
、
「
輪
湖
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
輪
島
が
先
輩
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
中
国
の
「
李
杜
」
は
李
白
が
七
〇
一
年
生
れ
七
六
二
年
没
、
杜
甫
が
七
一
二
年
生
れ
七
七
二
年
没
で
あ
る
か
ら
こ
の
順
序
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
わ
が
国
の
「
紅
露
」
の
二
人
は
同
年
の
生
れ
で
あ
る
が
、
小
説
家
と
し
て
世
に
出
た
の
は
尾
崎
紅
葉
が
先
輩
で
あ
る
。
市
村
宏
氏
の
言
わ
れ
る
通
り
、
「
家
持
が
も
し
人
麿
と
赤
人
も
し
く
は
憶
良
の
意
味
で
こ
の
造
語
を
敢
て
す
る
な
ら
、
必
ず
や
山
柿
と
は
い
わ
ず
柿
山
と
い
っ
た
は
ず
で
、
人
麿
を
後
に
置
く
こ
と
は
絶
対
に
あ
る
ま
い
」
（
『
万
葉
山
柿
考
』
）
と
思
わ
れ
る
。
中
西
進
氏
も
ま
た
「
第
30
一
に
『
山
』
が
赤
人
に
し
ろ
憶
良
に
し
ろ
、
『
柿
山
』
で
な
い
事
は
、
何
と
し
て
も
不
自
然
で
あ
る
」
（
「
家
持
と
『
山
柿
』
）
と
言
わ
れ
た
。
あ
り
得
な
い
並
称
を
も
と
に
し
た
論
は
無
意
味
で
は
な
い
か
。
　
家
持
が
神
亀
末
年
か
ら
天
平
二
年
に
か
け
て
、
大
宰
府
で
父
大
宰
帥
旅
人
と
筑
前
守
憶
良
と
の
歌
の
交
わ
り
を
目
の
あ
た
り
に
見
、
時
に
は
歌
の
宴
に
同
席
を
許
さ
れ
、
邸
内
で
は
恐
ら
く
坂
上
郎
女
か
ら
親
し
く
歌
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
頃
、
中
央
歌
壇
で
は
金
村
や
赤
人
が
活
躍
し
て
い
た
。
　
憶
良
も
赤
人
も
家
持
に
と
っ
て
は
父
の
世
代
の
人
と
は
言
え
、
家
持
の
歌
を
学
び
始
め
た
頃
に
、
そ
の
道
の
先
達
と
し
て
家
持
が
親
し
く
交
わ
る
こ
と
が
出
来
た
人
達
で
あ
る
。
対
し
て
人
麻
呂
は
は
る
か
な
過
去
の
入
で
あ
っ
た
。
紀
貫
之
は
も
う
人
麻
呂
の
活
躍
し
た
時
代
と
赤
人
の
活
躍
し
た
時
代
の
差
を
分
別
せ
ず
、
人
麻
呂
と
赤
人
と
を
広
く
同
時
代
の
人
と
し
て
並
称
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
家
持
に
は
人
麻
呂
と
憶
良
・
赤
人
の
活
躍
し
た
時
期
の
先
後
や
遠
近
は
知
識
で
は
な
く
実
感
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
　
万
葉
集
巻
十
六
ま
で
の
編
纂
に
か
か
わ
っ
て
、
巻
一
・
二
二
二
の
人
麻
呂
の
歌
々
が
ま
だ
生
々
し
く
家
持
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
天
平
十
九
年
の
春
に
、
柿
本
人
麻
呂
と
山
部
赤
入
を
並
称
し
て
、
あ
る
い
は
柿
本
人
麻
呂
と
山
上
憶
良
を
並
称
し
て
、
「
柿
山
」
と
言
わ
ず
に
「
山
柿
」
と
言
え
よ
う
は
ず
が
な
い
。
　
人
麻
呂
と
赤
人
、
あ
る
い
は
人
麻
呂
と
憶
良
と
い
う
、
い
ず
れ
も
時
代
が
異
な
り
、
歌
格
に
も
差
が
あ
り
、
ま
た
歌
風
の
異
な
る
二
人
を
、
一
つ
に
並
称
す
る
こ
と
す
ら
不
自
然
で
あ
る
の
に
、
ま
し
て
人
麻
呂
を
下
に
し
て
赤
人
な
り
憶
良
な
り
を
上
に
し
て
「
山
柿
」
な
ど
と
い
う
並
称
は
考
え
ら
れ
な
い
。
　
ま
た
、
市
村
氏
の
指
摘
さ
れ
、
中
西
氏
も
支
持
さ
れ
た
、
万
葉
集
中
で
人
名
を
記
す
漢
字
が
ま
だ
」
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
「
山
柿
」
を
二
人
の
並
称
だ
と
す
る
こ
と
に
大
き
な
疑
問
、
あ
る
い
は
不
安
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
　
「
山
柿
論
」
に
つ
い
て
、
久
松
潜
一
博
士
の
「
山
柿
と
日
本
的
性
格
」
の
「
附
記
」
を
久
米
氏
が
「
『
山
柿
論
』
の
謎
」
に
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
博
士
が
「
私
と
し
て
は
山
は
赤
人
と
な
ら
う
が
憶
良
と
な
ら
う
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
構
は
な
い
の
で
あ
っ
て
（
中
略
）
私
の
興
味
は
山
柿
に
よ
っ
て
万
葉
集
の
代
表
的
な
三
歌
人
を
考
へ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
万
葉
集
の
精
神
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
点
に
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
「
山
柿
論
」
は
正
道
か
ら
は
ず
れ
て
、
も
っ
と
面
白
い
わ
き
道
に
入
り
こ
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
わ
き
道
の
方
が
大
道
で
、
魅
力
的
な
の
で
あ
る
。
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「
山
柿
論
」
は
今
も
な
お
家
持
の
書
い
た
「
山
柿
之
門
」
を
考
え
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
人
麻
呂
と
並
称
さ
れ
る
歌
人
は
誰
か
と
い
う
よ
う
な
、
全
く
別
の
問
題
を
解
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
家
持
の
歌
の
ど
こ
そ
こ
に
は
真
に
誰
の
影
響
が
あ
る
か
と
い
う
論
争
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
そ
れ
で
ま
こ
と
に
意
義
深
い
研
究
で
あ
り
論
争
で
あ
る
。
そ
れ
は
む
し
ろ
価
値
あ
る
文
学
研
究
、
万
葉
集
の
本
質
に
か
か
わ
る
研
究
に
な
っ
て
い
る
。
　
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
。
し
か
し
、
「
山
柿
」
の
答
は
別
に
あ
る
の
だ
。
　
家
持
の
書
翰
に
お
い
て
「
山
柿
之
門
」
は
「
遊
芸
之
庭
」
と
対
句
に
な
っ
て
い
る
。
「
山
柿
」
は
「
遊
芸
」
の
対
で
あ
る
。
「
遊
芸
」
は
「
一
つ
の
定
ま
っ
た
論
語
由
来
の
語
」
（
中
西
進
前
掲
論
文
）
で
あ
り
、
そ
の
「
遊
芸
之
庭
」
と
い
う
一
つ
の
世
界
に
対
し
て
、
「
山
柿
之
門
」
も
一
つ
の
世
界
で
あ
り
た
い
と
中
西
氏
は
言
わ
れ
た
。
そ
の
通
り
、
「
山
柿
」
は
一
つ
な
の
で
は
な
い
か
。
　
「
山
柿
」
は
ヤ
マ
ガ
キ
で
あ
り
、
「
山
柿
之
門
」
は
ヤ
マ
ガ
キ
ノ
カ
ド
と
解
し
て
柿
本
家
の
門
を
意
味
し
、
人
麻
呂
一
人
を
指
す
と
い
う
の
が
市
村
宏
氏
の
「
万
葉
山
柿
考
」
で
あ
る
。
柿
本
の
名
の
起
源
が
、
家
の
門
に
柿
の
木
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
『
新
撰
姓
氏
録
』
記
載
の
伝
承
を
引
い
て
、
ヤ
マ
ガ
キ
が
柿
本
人
麻
呂
を
象
徴
す
る
例
証
と
す
る
。
　
し
か
し
「
遊
芸
之
庭
」
に
対
す
る
「
山
柿
之
門
」
の
「
山
柿
」
は
、
ヤ
マ
ガ
キ
で
は
対
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
家
持
が
柿
本
人
麻
呂
を
漢
風
の
二
字
熟
語
で
「
遊
芸
」
の
対
と
し
て
表
現
す
る
の
に
、
咄
嵯
に
「
柿
」
に
文
飾
と
し
て
「
山
」
を
冠
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
山
柿
」
は
、
柿
本
人
麻
呂
を
指
す
こ
と
ば
で
あ
る
。
そ
の
書
翰
を
読
ん
で
、
池
主
は
家
持
の
「
山
柿
」
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
し
た
と
思
う
。
家
持
が
人
麻
呂
に
は
直
接
学
び
え
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
歌
作
り
が
拙
い
の
だ
と
い
う
の
に
対
し
て
、
池
主
は
、
こ
れ
だ
け
の
歌
が
作
れ
る
あ
な
た
は
、
今
は
す
で
に
人
麻
呂
よ
り
上
だ
と
、
い
か
に
も
池
主
ら
し
い
誇
張
表
現
で
称
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
小
島
憲
之
博
士
が
『
文
選
南
都
賦
』
か
ら
「
乃
有
桜
梅
山
柿
侯
桃
梨
栗
」
の
例
を
あ
げ
て
、
「
山
柿
」
は
一
つ
と
見
て
柿
本
人
麻
呂
の
み
を
示
す
と
も
考
え
ら
れ
る
と
言
わ
れ
た
（
「
上
代
作
品
解
釈
の
一
態
度
」
）
の
は
、
「
山
柿
」
一
人
・
人
麻
呂
説
の
大
き
な
力
で
あ
る
　
「
山
柿
」
一
人
・
人
麻
呂
説
の
最
も
古
い
も
の
は
、
昭
和
八
年
の
折
口
信
夫
で
あ
っ
た
。
「
山
柿
を
以
て
、
柿
本
を
意
味
す
る
」
と
み
た
折
口
の
ひ
ら
め
き
は
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
）
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